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［拠点形成の目的］ 
本拠点形成の目的は、自然生態、政治経済、社会文化を包摂した総合的地域研究に人類の生存基盤

を左右する先端的科学技術研究を融合させて、持続型生存基盤パラダイム研究を創成し、それを担う
人材を育成することである。 
近年のアジア・アフリカにおける総合的地域研究の成果から、人間の活動範囲が政治経済のグロー

バリゼーションによって地理的・空間的に拡大しつつあることに加え、地域はグローバリゼーション
の単なる受け手ではなく、地域間交流などを通じて、グローバリゼーションそのものに影響を与える
能動的な主体であることが明らかになった。一方、現代社会の要請に応え、地球環境問題、エネルギ
ー問題を視野に入れた21世紀世界を展望するには、資本主義が前提としてきた私的所有権からの発想
を相対化し、地表から宇宙までの空間的広がりをもった「生存圏」の物質・エネルギー循環に関わる
研究を取り込み、ローカルにもグローバルにも持続可能で、かつ、科学技術・社会制度・価値観の考
察を包摂した、新たな生存基盤持続型発展径路を構築するためのパラダイムを創出する必要がある。
本拠点では、過去200年にわたる地域の歴史やグローバル化の進展を明らかにした上で、総合的地

域研究の手法を駆使して、今後100年間の未来を視野に入れた先端的科学技術を、技術開発を先導す
る国にのみ目を向けたものではなく、固有の潜在力を持つ地域社会の特質を長期の時間軸を考慮しつ
つ方向付け、人類社会が共有できる新しい持続型生存基盤パラダイムを提示する。そして、従来の画
一的な先端的科学技術を地域社会密着型・還元型の方向に修正し、地域の多様性と潜在力を引き出
す環境・エネルギー技術の開発によって持続型径路の構築を目指す教育研究拠点を形成する。 
 

［拠点形成計画の概要］ 
本拠点における人材育成・研究プログラムの特徴は、２１世紀ＣＯＥプログラム「世界を先導する

総合的地域研究拠点の形成」によってアジア・アフリカ地域に設置した14ヶ所のフィールド・ステー
ションを継承・発展させ、フィールドワークから国際ワークショップにいたるまで、研究パラダイム
形成の現場に博士後期課程の大学院生・ポスドク研究員・助教からなる若手研究者を主体的に参加さ
せることによって、人材育成と研究を融合させるところにある。そのために、「生存基盤地域研究人
材育成センター」を設置して、グローバルな人材発掘からはじめ、研究・教育を経て、国際キャリア
支援にいたる、文理融合型の国際的人材育成システムを構築する。 
具体的には以下の４つの研究イニシアティブを通じて持続型生存基盤パラダイムを創出し、世界最

先端の研究現場において人材育成を推進する。「環境・技術・制度の長期ダイナミクス研究」では、
地域の多様性を踏まえて、今後100年間の地域社会のあり方と科学技術開発の方向性を見定める。「人
と自然の共生研究」では、生存圏全体の物質・エネルギー循環構造の解明と、地域社会の生活・生業
複合における資源循環システムとを有機的に結合する。「地域生存基盤研究」では、森林生活圏を事
例とした学際的研究を通じて、持続的利用モデルの提示と先端的科学技術の適用過程を実証的に明ら
かにする。「知的潜在力研究」では、地域の多様な文化や制度、技術に蓄積された生存基盤持続型の
発展径路の発掘とそのモデル化を行う。 

また、海外の地域研究拠点（コーネル大学・ロンドン大学・ライデン大学・オーストラリア国立大
学等）と連携し、アカデミック・ディベートを通じて地域研究や専門分野を超えたパラダイム形成能
力を養成する。国際的発信能力強化のために、国際学術雑誌への論文掲載や単行本出版のための支援
を行うとともに、コミュニケーション能力の向上や研究会・プロジェクトの企画運営能力の向上を目
的とした人材育成プログラムを推進する。 
これらのプログラムによって、これまでの実績以上の博士修了者を、世界の学術界を先導する大学

・研究機関そして世界で活躍する民間企業に送り込む。また、国連、世界銀行、世界自然保護連合な
どの国際機関、政府行政機関、世界各地で活動を展開しているＮＧＯにもアジア・アフリカ研究の専
門家を輩出し、持続型生存基盤の構築に向けた国際的な公論形成に貢献する人材や、地域に根ざした
技術開発をリードできる人材を供給する。 
生存基盤地域研究人材育成センターは、本プログラム終了後、京都大学の将来構想と連動させ、持

続型生存基盤パラダイムによる科学技術研究融合型地域研究の展開と戦略的な人材育成を目的とす
る京都大学地域研究グローバルユニット（仮称）として再編する。本ユニットは、アジア・アフリカ
地域だけでなく欧米を含む世界の関連教育研究ネットワークの中心となる。将来的には学内の新たな
教育研究組織として発展・改組を構想している。 
持続型生存基盤パラダイムの創出により、地域研究が国際的に活性化され、世界の学術イニシアテ

ィブにおける地域研究の地位が向上し、さらにこれらを通じて日本の総合的学術研究の国際的プレゼ

ンスが強化される。また国際機関などにおける環境・エネルギー研究をアジア・アフリカ地域の実態

を踏まえたものにし、アジア・アフリカの地域社会における価値観や政策を持続型発展へと方向づけ、

それらの転換における日本の発信力の向上に貢献する。 
 

 



 

機 関 名 京都大学 

拠点のプログラム名称 生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点 

［採択理由］ 

 グローバルＣＯＥプログラムにふさわしい意欲的な文理融合型の拠点形成計画で、とりわけ

「生存基盤持続型の発展」を地域研究に取り込もうとする将来計画は斬新で優れたプログラムで

ある。 

 人材育成面においては、臨地教育の実績を充分に有しており、「生存基盤地域研究人材育成セ

ンター」を設置し、新たなコースとして「持続型生存基盤コース」の新設も構想され、国際リー

ダーシップ能力強化トレーニングが実質化できるものと期待される。 

 研究活動面においては、既に数多くの実績が積み上げられてきているが、新たに地球科学、社

会基盤工学の協力体制が構築され、その成果が期待される。 

 ただし、組織的な広がりが大きいため、教育、研究の両面で強いリーダーシップと連携協力体

制の確立が望まれる。 

 

 


